




























































伝はまず皇子の容姿 ・ 風格を記す。体格が立派で逞しく、容姿 ・



























周太祖見（隋 祖）而歎曰、此兒 代間人。 （隋書・文帝紀）
　
隋書は魏徴の著なので、 太宗李世民の名を忌むため 「世」 を 「代」
に代えたが、隋代の原資料や後世の史料 は「世間人」と記すものであった。　　






















大臣の鎌足が亡くなった。この年の冬一時企画を中止した高安城の築城があり、そこに田租が集められ、翌九年春に朝廷の儀礼や庚午年籍が造られた ど、むしろ鎌足が亡 なった後 新政 動きが多かったことは注目されてよいであろう。そして十年正月に大友皇子の太政 拝命及び蘇我赤兄以下政府重臣五人の任命があり、ここに新しい太政官府の形を整え、正式に発足を告げ ことになる。が、伝に「拜 大臣 總百揆以試之」という記述の中に「之を試る」とある表現は、むしろ制度機構の整備や人事構成についての正式な決定前の試行段階をいうに相応し 文言ではなかったか 思われる。　
つまり、ここの太政大臣とは制度創設後の名称をもって制度化
前の皇子の役割を追認して表現したのではなかったかと考えられる。そ 時皇子は「年甫弱冠」の二十歳であ 。そこで皇子の参政時期を考えれば、第一段階は近江遷都と天皇即位の儀式制度の策定に関わり、 「博学で諸芸 通じ 文武両道 才能に恵まれていた」その学識才能が大いに注目を集めた。第二段階は鎌足死後にでき 政治空白が れに当るであろう。皇子が「初めて政治を自ら執り行うとき、臣下達はみ 畏服し、慎みかしこまらないものはなかった」というのは不比等が亡くなった後の朝廷政治状況を表すに相応し こ 明らかである。　
それから二十三歳の立太子は壬申の年、二十五歳から逆算すれ




た天智天皇が立てられた「天地と共 長く日月と共に遠くまで改ることのない常の典」であ これは 皇位 継承は直系相続によるべきことを規定したものであろう」ことは夙に史学研究者によって指摘されている
*8。では、宣命に荘重な修飾をもって宣られ
たこの法は何時定立された か。いっ い 智十年十月大友皇子が皇太子に立てられ する諸史料は書紀記載の大海人 子 出家と進言を根拠とす ものであった。それ は天智天皇の立てられた「不改常典」と称してよいだろうか 一方、天智九年には正月から大射礼をはじめ朝廷儀礼の整備、庚午年籍の作成など律令整備の動きが多い。そうした中で天智 皇の立てら た皇位継承の法原則も含まれたのではなかろうか。したが て、伝に見る大友皇子の立太子も太皇弟 出家ではなく、皇位継承法の 立に遡って記したのではなかったかと考えられ 。　
いずれにしても天智紀は壬申の乱による史料の焼失、また書紀









　「章」は経史等に関する散文の文章、 「論」は経典学問の義理とくに玄学に関わる談論をいう。そして「文藻」は詩賦韻文を指す。皇子は漢詩制作を習うことまだ暫くしか経っていないのにもう日進月歩のように上達したというのである。ここに今一つ注目したいのは、皇子の詩文才能に触れる ころである。 詩文の才能も日に日に磨かれていった」 のは 「時の論者はその博学を驚嘆した」に続く文章だから、皇子が古学 博学した後に詩文を磨くことが知られる。　実はこれは文武天皇にも見られるいわば皇位継承者の学識教養












































































を更に縮めて「覆載」ともいって、礼記・孔子閒居に出典をもつ。中国古代文献に「天 地載」 「覆載」の用例が多く 日本漢文にも少なしとしない。　　







































































　「泰」の卦は吉で、物事が順調に運び「亨る」ものである。天地の霊気が交通して萬物を生養する。君臣が上下交流して志を同じくすれば万事順調に運び通る。そして君子を納れ小人を外すのは「小往大來」の一事例であった。天・地・人の「三才」において能動的な役割を果たすのは人事であ 「泰」卦 説明がそれをよく示している。そしてこの文脈から「昌」の意味するところとして尚書・洪範にある文言 適切 ろう　　
人之有能有為、使羞其行、而邦其昌。
　　
傳、功能 為之士 進 所行、汝国其昌盛。
　
有能な人材が居てその人に進んで才能を発揮させれば、その国










て後継者の禹との対話からなる。舜は古代社会の諸制度を作った古の聖天子とされる。 「萬邦」 「萬国」の熟語は様々な経史詩文に語られるが、禹が讃えた舜 帝の聖徳が四海の隅々の蒼生にまで及ぶと、万国の庶民も賢人も共に 臣になりたいと惟ふ」という天下国家思想 原点がここにあったといえる。大友皇子も当然そうした経典用語の源流を熟知していたはずであ　
林古渓（新註）は陳後主の入隋侍宴応詔詩「日月天徳を光らし、





















堯典、傳、言堯可為百代常行之道。疏、正義曰、稱典者、以道可百代常行。若 舜禪讓聖賢、禹湯傳授子孫、即是堯舜之道不可常行、但惟徳是與、非賢不授、授賢之事、道可常行。但後王徳劣、不能及古耳。然經之與典 俱訓為常 名典不名經者、以經是總名、包殷周以上 皆可為後代常法、故以經為名。典 經中之別、特指堯舜之徳 於常行之内、 最為優、故名典不名經也。
　
尚書開巻の堯典について前漢・孔安国の伝にこれを「百代常行
の道たるべし」と解した。対して唐・孔穎達の疏は「典と称するはそ 、百代常に行はる可きを以 す」としながら、堯・舜が帝位を聖賢に禪讓したのに、禹・湯は子孫に世襲せしめたことに触れ、 「後 王 徳劣る ことを理由と た。また経典について、経は総称で、殷・周以前の「後代の常法となるべき をいい、典は経の中で特に 堯舜の徳」を指し、 「道の最も優たる うここに道と徳の関係、道徳と経典、時代との関係が明白に解説されている。　
したがい、述懐の「道徳」の意味内容は「天訓」により確定さ





















股肱」などの訓誡集が名付けられた「天訓」は 訓戒と解するには躊躇される。なぜなら、これらの文章が高宗から侍臣に示されたとき、敬宗らが上表して帝の文章を天下に配布して公表したいと願う 帝は謙虚し許可しなかった。そこで許敬宗が再度上表し、諸篇を纏めて「天 」と総称し、且つ注解を施すと重ねて請ったところ、初めて許されたので る。ということはこの「天訓」は既に「天子の訓戒」と意味が異なることを示したに違いない。　
では、この「天訓」の意味するところは具体的に何なんであろ


























あり臣が賢良だから端正なる天命を受け、 「皇天もってその道を訓へ、四方の国を付與し、天下に王たらしむ」というものである。つまり 天の訓えた道は文王・武 の治世の道徳でもあり、四方に君臨するその王権は天授だったのである。文王・武王の開いた周王朝では周公によって夏殷王朝の制度を取捨し、孔子の理想視する文物制度が整備された。それを受けて成王・ 治世は王朝の最盛期であったとされる。唐 ・ 高宗 作 諸篇 「天訓」と総称したのもそこに綴られた治世理念は天子・太宗皇帝の訓示であったとともに、 「天が訓示し 道」でもあ からではないだろうか。これが述懐の「天訓」の意味でもあったと思われる。　
そして第二句、 「塩梅」が尚書・說命に「もし羹を作り和へば、

























が出征する時、太子が従軍する場合は撫軍、居残って国を守る場合は監国という古来の制度である（左伝・閔公二年） 。そして結句に「四海」 う熟語は後世に多く用いられるが、初出はやはり尚書 ・ 大禹謨「敷于四海、祗承于帝」 （文教を四海に陳べ敷いて、堯舜の道徳を継承する）に遡る。してみれば、後半二句も荘重な典拠によ ながら歌った慙愧の心情は謙遜であったに違いなく、表現を通り越して天下を自らの責務とする心構えが見て取れる点正に侍宴詩と同じであったといってよい。　
では、皇太子の立場を歌ったこの述懐詩の制作時期は何時なの
か。史書の記載 考え合わせれば、天智十年十月を立太子時とるのはやはり書紀の論理であり、実際 帝の立てられた皇位継承法より遅いと言わざるを得ない。この述懐詩はやはり天智天皇が病に罹る以前、 「不改常典」が定立し 後の作と考えなければならないであろう
五、むすび　
以上、 大友皇子の詩二首の解読を通して、 伝に記す「博学多通」
も「太子天性明悟、雅愛博古、下筆成章、出言爲論、時議者、歎其洪学。 」も立証されたといってさしつかえあるまい。わけても皇子の漢詩はほとんど経典の表現を自家薬篭中のものとして制作された点、伝にいう「未幾、文藻日新。 」を裏付けるとともに、詩文を嗜む前、皇子が経典史書を熟読していたし老荘にも通じていたこと 物語る。唐使の劉徳高が皇子と語り合って驚嘆 声を挙げたのも無理はない　
そして豊かな学識才能を持つ皇子が弱冠二十歳の時、近江遷都













本太郎、家永三郎、井上光貞、大野晋）による。*2　『西宮記』 、 『年中行事秘抄』 立坊次第』 （紹運要略） 、 『水鏡』 、 『大鏡』などにも大友皇子の即位をと記している。
*3　


































































OHTOMONOMIKO: His Life and Chinese Poetry
HU, Zhiang
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